
　　　　和７年度は、 第４次西会津町総合計画の最終年度であること

　　　 から、 これまでに取り組んできた事業の検証と併せて、 これか

らのまちづくりを見据えた次期総合計画の策定を進めるとともに、 引

き続き、 現行計画に基づき、 町の将来像 「笑顔つながり 夢ふくらむ

まち～ずーっと、 西会津～」 の実現に向け、 「健やかな人をともに育

むまちづくり」 「温故創新 地産地笑のまちづくり」 「いきいき健康 こ

ころつながるまちづくり」 「誰もがここちよく暮らせるまちづくり」 の方

向性のもと、 各種事業を総合的に実施していきます。

　特に、人口減少対策の三本柱として 「人材育成」 「移住定住の促進」

「健康長寿」 を事業推進の基本的な考え方に据えて取り組むととも

に、 デジタル戦略の着実な実行とＳＤＧｓの推進による 「持続可能な

まち」 の実現に向け、 全庁を挙げてまちづくりを進めていきます。

令和令和７７年度町政方針年度町政方針

所信表明

　これまで西会津町まちづくり基本条例に

基づく 「協働のまちづくり」 の推進のも

とに、 第４次総合計画で掲げた町の将来

像 「笑顔つながり 夢ふくらむまち～ずーっ

と、 西会津～」 その実現に向けてさまざ

まな施策を実施してまいりました。 そのい

ずれもが昨年迎えた町制施行 70 周年の

軌跡、 並びに 80 年、 90 年、 100 周年

を見据えた道しるべとなっております。

　次期西会津町総合計画の策定に取り組

む本年は、 これからの西会津町を形作る

１年にしたいと考えております。

　そのために西会津町の現在地を見定め、

新たな事業を計画し、 西会津町の魅力を

全国に広めさらなる活性化を図るべく、 引

き続き積極的なまちづくりを推進してまい

ります。

　「賑やかな日本の田舎、 やさしいふる里

西会津町」 へと続く新しい道筋を開き、

さらにスピードを上げて西会津町を前に推

し進めるため、 本年も職員と一丸となって

取り組んでまいりますので、 議員各位並

びに町民の皆さまのご理解とご協力をお

願い申し上げます。

　　　　　政運営にかかる取り組みについては、 ふ

　　　　　るさと応援寄附金事業をさらに推進してい

きます。 「日本の田舎、 西会津町。」 を最大限活

用した地域産品のブランド力強化並びに地域活性

化起業人の活用と地域産品の開発販売戦略を推

し進めるとともに、 10 箇所以上のインターネット

サイトを活用した地場産品のＰＲ、 現地ツアーおよ

び都内ＰＲイベントの開催などにより本町を寄付先

に選んでいただける仕組みづくりを推し進め、 寄

付額２億 5000 万円以上を目標に自主財源の確

保と西会津ファンの獲得に努めていきます。

　また、 まちづくりの根幹を成す 「まちづくり基本

条例」 に基づく町民主体の協働のまちづくりを一

層推進し、 「官民連携」 による効率的で効果的な

事業運営を進めます。

▲  ３月７日に開会した町議会３月定例会

で所信表明を行う薄友喜町長

令和７年度町政方針

計画の推進に向けて

行
基本方針

令

令和７年度町政方針
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定
事
業
や
、
滞
在
就
農
体
験
事
業

を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
計
画
に

お
け
る
地
域
農
業
の
中
心
的
な
担

い
手
と
な
る
集
落
営
農
組
織
や
法

人
、
中
核
農
業
者
の
支
援
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う

風
評
被
害
が
未
だ
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
風
評
の
払
拭

に
向
け
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
農
林
産
物
の

Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
企
業
支
援
補
助

金
」
な
ど
の
補

助
を
引
き
続
き
実
施
し
、
町
内
企

業
の
支
援
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
に
よ
る

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
は
、
本
年

度
よ
り
集
団
で
の
保
育
が
困
難
な

傷
病
の
回
復
期
に
あ
る
園
児
を
一

時
的
に
保
育
す
る
病
後
児
保
育
を

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
言
語
聴
覚

士
を
新
た
に
配
置
し
、
乳
幼
児
の

教
育
・
保
育
の
充
実
と
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
世
代
の
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
、
保
健
師
と
保
育
士
、
言

語
聴
覚
士
が
チ
ー
ム
と
な
り
未
就

園
児
を
中
心
に
定
期
訪
問
す
る
な

ど
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
対
応
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
ど
も
園
の

入
園
児
に
つ
い
て
は
、
管
理
栄
養

士
も
加
わ
り
、
食
事
・
運
動
・
睡

眠
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

定
着
、
肥
満
、
口
腔
や
目
の
健
康

対
策
を
推
進
し
、
幼
児
期
か
ら
の

地
元
企
業
へ
の
雇
用
の
創
出
・
確

保
や
、「
創
業
支
援
事
業
」
や
「
空

き
店
舗
お
よ
び
空
家
利
活
用
補
助

事
業
」
な
ど
の
支
援
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。「
事
業
承
継
協
議
会
」

と
連
携
し
た
施
策
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

「
西
会
津
な
つ

か
し
Ｃ
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
」、「
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」、「
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
」

な
ど
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ

り
、
情
報
発
信
と
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流

協
会
な
ど
の
関
係
団
体
や
、
西
会

津
応
援
大
使
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
、
観
光
資
源
の
環
境
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
温
泉
健
康
保
養

セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
源
泉
の
早
期

利
用
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
台
湾
と
町

が
積
み
重
ね
た
文
化
交
流
を
契
機

と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
目

指
し
、「
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

向
け
た
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
」

を
実
施
し
、
観
光
需
要
の
創
出
に

向
け
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

担
い
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、

農
業
者
の
経
営
力
を
高
め
、
農
業

生
産
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
儲

か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
た
施
策

や
、
国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
環
境
に

配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
西

会
津
町
農
林
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
戦
略
に
掲

げ
た
重
点
事
業
を
軸
に
、「
米
」「
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
」「
菌
床
キ
ノ
コ
」

の
振
興
を
３
本
柱
と
し
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
の
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業

の
体
制
構
築
に
向
け
、
令
和
５
年

度
に
設
立
し
た
西
会
津
町
農
業
公

社
の
運
営
支
援
を
行
う
ほ
か
、
健

康
な
土
づ
く
り
事
業
の
深
化
、
担

い
手
農
家
の
育
成
・
支
援
、
良
食

味
米
の
生
産
支
援
、
農
業
生
産
基

盤
設
備
の
更
新
、
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
の
強
化
、
森
林
の
適
正

管
理
の
推
進
を
重
点
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
西
会
津
産
米

　

持
続
可
能
な
町
内
産
米
の
生
産

振
興
に
向
け
た
西
会
津
産
米
生
産

健
康
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
思
春
期
に
お
け
る
保

健
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

性
や
妊
娠
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
得
て
、
自
ら
努
め
る
健
康
管
理

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」

に
つ
い
て
、
学
校
や
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
に

整
備
し
た
小
学

校
児
童
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
５

年
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
に
更
新
し
ま
す
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
を
最
大
限
活
用
す
る

た
め
、
学
習
用
ソ
フ
ト
の
充
実
や

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
開
設
し

た
「
学
び
あ
い
ラ
ン
ド
」
は
、
教

育
委
員
会
の
重
点
事
業
と
し
て
各

ラ
ン
ド
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生

徒
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
学
び
を
創
出
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
学
校
運

営
に
参
画
す
る
「
学
校
運
営
協

議
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
と
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し

た
「
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
」

安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
充
実
と
、
若
者
世

代
が
結
婚
や
出
産
、
そ
し
て
子
育

て
に
期
待
や
希
望
、
喜
び
が
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
令
和

７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
第
３
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

出
産
祝
金
を
は
じ
め
、
保
育
料

の
無
償
化
、
乳
幼
児
家
庭
子
育
て

応
援
金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
無
償
化
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
２
人
目
以
降
の

無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
１
人
の
出
生
に
つ

き
、
10
万
円
を
支
給
す
る
妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
や
、
児
童
手
当

な
ど
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
強
力
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。

は
、
新
た
に
「
介
護
人
材
育
成
」

の
取
り
組
み
な
ど
へ
の
支
援
を
進

め
て
い
き
ま
す
。生

涯
を
通
し
た

人
材
育
成
の
た

め
、
講
座
の
開
催
や
発
表
の
機
会

を
設
け
、「
学
び
あ
い
ラ
ン
ド
」

を
活
用
し
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
主
体
性
を
も
っ
て
生
涯
学
習
に

取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

す
る
な
ど
、
学
び
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

運
動
の
習
慣
化

に
向
け
、
気
軽

に
取
り
組
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
進
め
る
ほ
か
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
や
軟
式
野
球
大
会

な
ど
の
市
町
村
対
抗
競
技
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

成
果
を
発
表
で

き
る
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
博
物
館
の
製
作
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
伝
統
芸
能

の
継
承
と
芸
術
文
化
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

健やかな人を
ともに育む
ま ちづく りまちづくり

子
育
て
支
援

教
育
環
境

を
両
輪
と
し
た
学
校
と
地
域
の
協

働
・
連
携
を
推
進
し
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
の
子
育

て
世
帯
が
、
お
試
し
移
住
を
し
な

が
ら
、
町
の
教
育
環
境
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
「
教
育
留
学
事

業
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
も
含
め

た
関
係
人
口
の
創
出
、
さ
ら
に
は

将
来
的
な
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
国
に

お
い
て
も
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
へ
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
に
先
行
し
本
年

度
よ
り
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償

化
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
西
会
津
高
校
に
つ
い
て

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

 

歴
史
・
文
化

 

・
芸
術

温
おん

故
こ

創
そう

新
しん

地地
ちち

産産
さんさん

地地
ちち

笑笑
しょうしょう

のの
ま ち づ く りま ち づ く り

農

林

業

移
住
者
に
寄
り

添
っ
た
質
の
高

い
移
住
支
援
お
よ
び
情
報
発
信
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
大
学
と

の
交
流
を
深
め
、
関
係
人
口
の
創

出
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
「
西
会
津
の
あ
る
暮
ら
し
相
談

室
」
を
企
画
情
報
課
に
移
管
し
て

さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

後
継
者
対
策
で
は
、
出
会
い
の

場
の
創
出
と
し
て
、
実
行
委
員
会

や
企
業
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

と
、
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
や
結
婚
相
談
所
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
を
創
設
し
、
住
宅
の
取
得
費
用

な
ど
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

観
光
・
交
流

力
強
化
事
業
の
ほ
か
、
水
田
土
壌

診
断
事
業
、
西
会
津
一
う
ま
い
米

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
よ
り
、
良

食
味
米
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化

お
よ
び
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

◎
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

　

土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
作
成
の
ほ

か
、
単
収
向
上
の
た
め
の
土
壌
病

害
虫
薬
剤
購
入
補
助
事
業
、
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
品
質
と
価
値
向
上
に

向
け
た
糖
度
測
定
器
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
菌
床
キ
ノ
コ

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
整
備
お
よ
び

貸
付
け
に
よ
り
、
産
地
化
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
生
産
者
の

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
た
め
、
鳥
獣
被
害
対
策
専

門
員
２
名
体
制
を
継
続
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
地
域

づ
く
り
事
業
に
よ
り
自
治
区
が
主

体
的
に
取
り
組
む
地
域
ぐ
る
み
の

鳥
獣
被
害
対
策
を
支
援
し
、
被
害

防
止
力
の
強
化
に
努
め
、
被
害
の

低
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
風
評
払
拭

　

農
業
用
施
設
機
能
保
全
計
画
策

商

工

業

移
住
・
定
住

▲  子育てに希望を持てる町へ

▲  学びあいランド

▲  移住者交流会
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町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
推
進
事
業
が
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
鎌
田
實
先
生
や
奥
知
久

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
「
さ

す
け
ね
ぇ
輪
」
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
新
た
な
体
操
・

さ
す
け
ね
ぇ
輪
音
頭
に
つ
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
披
露
や
公
共

施
設
の
館
内
音
楽
に
使
用
し
た
普

及
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
に
出
向
い

て
実
技
講
習
を
開
催
す
る
な
ど
、

運
動
習
慣
の
定
着
化
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
町
民
の
運
動
習
慣

定
着
へ
の
支
援
と
し
て
気
軽
に
利

町
デ
ジ
タ
ル
戦

略
を
推
進
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
戦
略
的
に
有
効

に
活
用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定

住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
設
備
に
つ

い
て
、
防
火
水

槽
１
基
の
新
設
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
２
台
の
更
新
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
活
動
環
境
の

見
直
し
の
ほ
か
、
消
防
力
の
充
実

強
化
を
図
り
、
防
災
ア
プ
リ
や
雨

量
観
測
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
効
率
的
に
活
用
し
、
災

害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

対
策
に
限
ら
ず
、
１
年
を
通
し
た

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
強
化
な

ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
利
用

者
の
多
く
を
占

め
る
高
齢
者
の
利
便
性
を
高
め
、

新
た
な
利
用
に
繋
げ
る
た
め
、
サ

ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
と
し

た
出
前
講
座
を
活
用
し
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
を
分

析
し
、
バ
ス
交
通
体
系
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
持
続
性
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
、
良
質

町
雪
対
策
基
本

計
画
に
基
づ
き
、

官
民
協
働
に
よ
る
克
雪
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

今
冬
は
例
年
に
な
い
記
録
的
な

大
雪
と
な
り
、
野
沢
町
内
で
は
通

常
除
雪
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
集
中
除
排
雪
を
実
施

す
る
な
ど
交
通
確
保
に
努
め
ま
し

た
。
今
後
も
町
民
生
活
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
適
正
な
道
路
除
雪

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
冬
期
間
で
も
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
日
々
の
生
活
の

支
障
と
な
る
除
排
雪
へ
の
対
策
と

し
て
、
雪
処
理
支
援
隊
の
充
実
と

除
排
雪
費
用
助
成
事
業
の
円
滑
な

運
用
を
進
め
ま
す
。
冬
期
間
の
雪

　

認
知
症
に
関
連
す
る
相
談
や
要

介
護
等
認
定
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
初
期
対
応

を
行
い
自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
と
、
本
人
や

家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
の

強
化
と
し
て
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

に
し
あ
い
づ
」
の
活
動
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
で
の
見
守
り
体
制
に
つ
い

て
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
や
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援

し
、
見
守
り
協
定
を
締
結
し
た
郵

便
局
や
宅
配
業
者
な
ど
と
の
連
携

を
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

「
第
７
期
西
会
津

町
障
が
い
福
祉

計
画
・
第
３
期
西
会
津
町
障
が
い

児
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
近
隣

市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
、
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進

む
中
、
集
落
機
能
の
維
持
、
活
性

化
に
向
け
、
集
落
支
援
員
な
ど
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
都
市
部
の
学
生
や
社
会
人
が

参
加
す
る
人
足
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

に
よ
り
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

いきいき健康
こころつながる
ま ち づ く りま ち づ く り

健
康
づ
く
り

用
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
な

が
ら
、
本
格
運
用
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
健
（
検
）
診
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
受
診
者
に
そ
の
結
果
を
説

明
し
、
生
活
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
、
正
し
く
健
診
結
果
を
理
解
す

る
機
会
の
充
実
と
、
二
次
検
診
の

受
診
勧
奨
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
広
く
町
民
に

周
知
し
、
受
診
費
用
の
負
担
軽

減
に
努
め
な
が
ら
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
重
要
課
題
で
あ
る

多
量
飲
酒
や
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

は
、
若
い
世
代
や
働
き
盛
り
世
代

を
対
象
に
、
企
業
と
連
携
し
た
健

康
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
国
保
診
療

所
は
歯
科
を
除

く
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ

り
、
町
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
全
般
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
勤
医

師
３
名
に
よ
る
診
療
体
制
の
維

持
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
会

津
医
療
セ
ン
タ
ー
や
民
間
病
院
に

非
常
勤
医
師
の
派
遣
を
引
き
続
き

要
請
し
、
整
形
外
科
な
ど
の
診
療

を
継
続
す
る
な
ど
、
今
後
も
安
心

で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
と
安
定

し
た
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
西
会
津
町
地
域

福
祉
計
画
・
西

会
津
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に

基
づ
き
、
元
気
高
齢
者
か
ら
要
介

護
高
齢
者
ま
で
全
て
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
、
切
れ
目
な
く
介
護
予

防
や
重
度
化
防
止
に
取
り
組
め
る

体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
医

療
と
介
護
、
福
祉
の
ス
ム
ー
ズ
な

連
携
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
老
人
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、「
西
会
津
町
医
療

介
護
連
携
推
進
基
本
構
想
」
の
具

現
化
に
向
け
た
検
討
チ
ー
ム
「
田

舎
ケ
ア
ハ
ー
ド
会
議
」
に
お
い

て
、
検
討
し
た
結
果
、
現
在
の
医

療
と
介
護
、
福
祉
機
能
が
集
約
さ

れ
た
環
境
や
福
祉
・
介
護
事
業
の

安
定
し
た
経
営
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
現
施
設
の
再
整
備
で

進
め
る
こ
と
が
優
位
で
あ
る
と
の

結
論
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

医

療

高
齢
者
福
祉

社
会
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

誰もがここち
よく暮らせる
まちづく りまちづく り

地
域
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
町
民
み
ん
な
で
身
近
な

環
境
に
目
を
向
け
、
脱
炭
素
社
会

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

取
組
み
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
策
定
し
、
有
識
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
宣
言
に
向
け
た
準
備
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

「
さ
ゆ
り
公
園
」
施
設
の
計
画
的

な
整
備
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
る
ほ
か
、
福
島
レ
ッ

ド
ホ
ー
プ
ス
と
の
連
携
な
ど
に
よ

る
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

が
簡
易
水
道
等

事
業
会
計
に
移

行
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
６

年
度
に
上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦

略
を
策
定
し
ま
し
た
。
中
長
期
的

な
視
点
か
ら
さ
ら
な
る
効
率
化
、

健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

老
朽
化
や
施
設
設
備
の
更
新
を
計

画
的
に
進
め
、
持
続
可
能
な
上
下

水
道
形
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

雪

対

策

交
通
体
系

・
道
路
網

情
報
通
信

消
防
防
災

安
全
対
策

自

然

・

環
境
保
全

上
・
下
水
道

の

整

備

な
社
会
資
本
を
将
来
に
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
効
果
的
な
整
備
と
効
率

的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、町
道
の
改
良
事
業
は
、

地
域
か
ら
の
要
望
な
ど
に
基
づ
き

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
や

ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な
ど
の
修
繕
事

業
は
、
点
検
結
果
と
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
き
、
損
傷
度
や
路

線
の
重
要
度
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
舗
装
に
つ
い
て
も
、
路

線
の
重
要
度
や
損
傷
度
な
ど
を
勘

案
し
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
、

農
道
や
林
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の

開
設
目
的
に
合
っ
た
維
持
管
理
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
町
の

重
要
幹
線
と
し
て
、
そ
の
整
備
や

適
正
な
維
持
管
理
を
関
係
機
関
へ

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
町

縦
貫
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

早
期
完
成
に
向
け
た
整
備
促
進
を

積
極
的
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
８
月
の
水
害

に
よ
る
通
行
止
め
の
経
験
か
ら
、

災
害
に
強
い
道
路
や
、
河
川
の
整

備
を
国
、
県
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

▲  鎌田實先生　健康づくり特別講演会

▲  奥川七観音ウォーク

▲  町総合防災訓練

▲  一斉除排雪作業（野沢）
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